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幌満かんらん岩体は北海道中軸部の日高
変成帯最下部に位置し，ポロシリオフィオラ
イト起源とされる変ハンレイ岩を隔てて日
高主衝上断層と接している。同岩体ではこれ
まで多くの研究がなされ，中央海嶺およびプ
レート衝突域の深部におけるマントルプロ
セスが議論されてきた。筆者らのグループは，
これまで幌満岩体上部の代表的なセクショ
ンに沿うかんらん岩および苦鉄質レイヤー
の全岩化学組成に注目し，岩体上部における
メルトの抽出およびメルト−マントル反応に
ついて詳細な検討を行なってきた[1]。本講
演では，それらの結果を踏まえ，幌満岩体下
部との比較を行い，幌満かんらん岩体のマグ
マプロセスの変遷について検討する。 
幌満岩体上部は幌満川に沿って連続する
他，主にアポイ岳〜ピンネシリ稜線部や坊主
山付近より北方域に分布する。幌満川に沿っ
て露出するのは，岩体上部の最下部であり，
それよりも上位の層準を観察するには，幌満
川に注ぐ支流および稜線に露出する限られ
た数の露頭に頼らざるを得ない。それに対し，
筆者らのグループが研究対象とした不毛の
沢セクションには，岩体上部の約 263mが連
続して露出し，岩体上部の斜長石レルゾライ
ト，ハルツバージャイトおよび苦鉄質レイヤ
ーの層状構造および連続的な組成変化を観
察するのに適している。 
全岩主成分組成では，Depleted MORB 

mantle (DMM [2])よりも玄武岩質メルト成分
に肥沃な斜長石レルゾライトが頻出するこ
とが不毛の沢セクションの特徴である。とく
に，数センチ厚の苦鉄質レイヤーの薄層が多
く観察されるところでは，上記の DMMより
も肥沃な斜長石レルゾライトが多く，苦鉄質
レイヤーをもたらしたメルトによる母岩の
かんらん岩の再肥沃化作用を示唆する。しか
しながら，再肥沃化する前のかんらん岩はど
の程度メルト成分に枯渇したかんらん岩で
あったのか（つまり，レルゾライト，あるい

はハルツバージャイトか）については不明で
ある。数センチ厚の苦鉄質レイヤーの薄層の
全岩組成には，微量元素のコンドライト規格
化パターンにおいて，Srや Euの正の異常が
認められることから，斜長石が安定な比較的
浅部のマントルにおいて，これらの苦鉄質レ
イヤーが形成した可能性が考えられる。苦鉄
質レイヤー，およびメルト成分に肥沃な斜長
石レルゾライトが頻出する層準では，
Takahashi (2001)[3]によって報告された斜長
石の濃集するパッチ状の集合体も分布する
ことから incipient melting の可能性も考えら
れる。その場合，肥沃な斜長石レルゾライト
が形成されたのは，幌満かんらん岩体上昇時
ではなく，Yoshikawa and Nakamura (2000)[4]
や Saal et al. (2001)[5]で報告された約 1億年
前の部分溶融，もしくは，かんらん岩と苦鉄
質メルトの混合による再肥沃化のイベント
に由来する可能性も考えられる。これらの可
能性に制約を与えるには，岩体上部の肥沃な
かんらん岩の Re-Os 同位体組成の検討が必
要であろう。 
これまで，岩体下部の代表的な層序（坊主
セクション [6]）では，最も肥沃な斜長石レ
ルゾライトの微量元素組成が DMM と同等
であり，他のかんらん岩はそれよりも枯渇し
た組成を示す。レルゾライトやハルツバージ
ャイトは不適合元素にエンリッチしたもの
が多いが，肥沃化作用とは異なる交代作用に
よるものと考えられる。岩体上部でも，ハル
ツバージャイトは不適合元素にエンリッチ
しており，交代作用と再肥沃化作用との関係
については今後の検討課題である。 
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